






研究目約 

 われわれは昭和 55年度には,胎児身体各部の超音波計測値にもとづく児体重予測式を作

成し胎児発育度判定の基本的方法として確立した。続いて昭和 56 年度には,胎児の機能に

より直接的な関係をもつと考えられる臓器発育の評価を目的として,超音波画像上その輪

郭の同定が比較的容易な腎臓をとりあげ,胎児腎の標準的発育状況を記述した。今年度は例

数を増すことにより精確な腎の発育曲線を作成すると同時に,腹部断面積,大腿骨長と腎断

面積の関係を研究した。さらに,IUGR における腎の成長パターンについても上記の身体計

測パラメーターとの比較検討を行なった。 


